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　近年の災害では、高齢者等に被害が集中しており、高齢者等の災害時における避難の実効性の確保が求められる中、令和３年
５月、国は災害対策基本法を改正し、避難行動要支援者の個別避難計画の作成を市町村の努力義務とした。今般の法改正に伴う
国取組指針では、個別避難計画の作成は、市町村が主体となり、要支援者の心身状況や生活実態を把握している介護支援専門員
や相談支援専門員の福祉専門職の参画を得ながら、自治会や自主防災組織、民生委員など、地域の多様な関係者が連携して取り
組むことが重要とされている。
　このような動向を踏まえ、県内における個別避難計画の作成の取組を促進させるため、福祉専門職をはじめ、当事者団体や地
域の防災・福祉関係者等を対象に、計画作成に必要となる知識や技術の習得を目的に本研修を実施する。

1 開催趣旨

岡山県
公益社団法人岡山県社会福祉士会

社会福祉法人岡山県社会福祉協議会、日本防災士会岡山県支部、一般社団法
人岡山県介護支援専門員協会、岡山県相談支援専門員協会、岡山県精神保健
福祉士協会、岡山県民生委員児童委員協議会、岡山県介護保険関連団体協議会、
岡山県難病団体連絡協議会、岡山県地域包括・在宅介護支援センター協議会、
公益財団法人岡山県老人クラブ連合会、日本赤十字社岡山県支部

自治会、町内会、民生委員・児童委員、老人クラブ、婦人会、地区社会福祉協議会、
市町村社会福祉協議会、防災士、消防団、自主防災組織、市町村防災・福祉担当者、
地域防災・地域福祉に関わる団体関係者など

4 受講対象者

2 主　催 3 後　援

無料
5 受講料

〔津山会場〕　12月 21日㈫　10:00 ～ 16:30
〔岡山会場〕　12月 24日㈮　10:00 ～ 16:30
岡山会場については、同時配信によるリモート受講も可。
ただし、ブレイクアウトルーム機能を使ったグループディスカッション等も行うため、参加者は、インターネットの接続や
個室等の受講環境を確保でき、パソコン等の操作について一定のスキルを持つ方に限ります。

津山市総合福祉会館　４階大会議室
きらめきプラザ 301

40名
60名

100名

日　　　時 会　　　場 定　　員

①防災・福祉対応力向上研修（防災・福祉に関わる地域関係者向け）
地域で要配慮者の支援を実施する関係者をはじめ、社会福祉協議会職員、市町村防災・福祉担当者等を対象に、防災に関する知識を習得すると
ともに、地域住民による高齢者や障害者等の避難行動要支援者の個別避難計画の作成に必要な基本的な知識と技術を身につけます。

6 研修開催日時・会場及び内容

時　間 内　　　容 講　師・進行者
10:00 ～ 10:10
10:10 ～ 10:40

10:40 ～ 12:20

12:20 ～ 13:10
13:10 ～ 13:40

13:40 ～ 14:40

14:40 ～ 14:50
14:50 ～ 15:50
15:50 ～ 16:20
16:20 ～ 16:30

《研修内容》

開会（あいさつ、日程・資料説明）
講義①「動向説明、体制づくり、推進会議、地域調整会議、全体像」概要説明
講義②「誰一人取り残さない防災に向けて、関係者が身につけるべきこと」
i-BOSAI 研修動画（同志社大学 教授 立木茂雄）使用

休　憩
説明「事例紹介とアセスメントから個別避難計画の作成の流れ」
演習①「事例を用いた当事者力・地域力アセスメント」
※地域独自で計画作成に取り組みやすい事例

休　憩
演習②「事例を用いた個別避難計画の作成」　
アセスメント・個別避難計画の発表、課題共有、まとめ
閉会・アンケート記入

岡山県社会福祉士会災害支援委員会

岡山県社会福祉士会災害支援委員会
グループファシリテーター：
社会福祉士会、防災士会、技術士会

岡山県社会福祉士会災害支援委員会



A4　210*297　ウラ

きらめきプラザ
〒700-0807
岡山市北区南方 2丁目 13-1
JR 岡山駅より
徒歩約 15分

津山市総合福祉会館
〒708-0004
津山市山北 520
JR 津山駅より
徒歩約 15分

〔岡山会場〕　１月 17日㈪　10:00 ～ 16:30
意見交換会については、同時配信によるリモート受講も可。
ただし、ブレイクアウトルーム機能を使ったグループディスカッション等も行うため、参加者は、インターネットの接続や
個室等の受講環境を確保でき、パソコン等の操作について一定のスキルを持つ方に限ります。

きらめきプラザ　301 100 名

100名

日　　　時 会　　　場 定　　員

②意見交換会（合同研修）
①の研修の受講を前提としたワークショップ中心のアドバンス研修として、先進地における実践事例を学びながら、「防災と福祉」及び「福祉
専門職と地域住民」の連携の課題を共有し、地域における災害時の支援のあり方や方法について議論を深めて研究する。

7 申込方法 8 その他
以下のURL よりGoogle フォームの申込サイトに入り、
必要事項を記入してください。
　https://00m.in/R6boo

なるべく申込サイト（Google フォーム）からお申し込みください。
なお、インターネット環境のない方は、添付の参加申込書に記入の上、
FAX又は郵送でお申し込みください。

●研修及び意見交換会の両受講者には、主催団体
代表者名の「課程修了証」を交付します。
●個別避難計画の作成に向けた取組を促進させる
ため、研修受講者の情報（お名前、所属機関・
団体名、役職名、電話番号）の市町村への提供
にご理解とご協力をお願いします（参加申込書
にその旨をお知らせください）。

9 問合せ・申込先（事務局）
公益社団法人 岡山県社会福祉士会
〒700-0807 岡山市北区南方 2 丁目 13-1
きらめきプラザ内
TEL.086-201-5253/FAX.086-201-5340
E-mail office@csw-okayama.org

令和3年度 岡山県防災・福祉対応力向上研修【地域関係者向け】　参加申込書

※リモート受講希望の方は、この用紙は使用せず、必ずGoogle フォームよりお申し込みください。
申込先 FAX番号（公益社団法人岡山県社会福祉士会）　086－201－5340

種類 会　　場 申込締切 希望に○

〔 津山会場 〕12 月 21日㈫ 10:00 ～ 16:30
〔　　　　〕12 月 24日㈮ 10:00 ～ 16:30
〔　　　　〕12 月 24日㈮ 10:00 ～ 16:30
〔　　　　〕１月 17日㈪ 10:00 ～ 16:30
〔　　　　〕１月 17日㈪ 10:00 ～ 16:30
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お 名 前

E - m a i l
アドレス

（職場／自宅／携帯）

岡山会場
対面方式
岡山会場
リモート
岡山会場
対面方式
岡山会場
リモート

※対面受講の申し込みについても、なるべくGoogle フォームからお願いいたします。
※①と②はなるべくセットで受講くださるようお願いいたします。

12/7

12/10

12/10

1/3

1/3

10 会場案内

10:00 ～ 10:10
10:10 ～ 11:20

11:20 ～ 12:00

12:00 ～ 12:50

12:50 ～ 14:00

14:00 ～ 14:10

14:10 ～ 15:50

15:50 ～ 16:20
16:20 ～ 16:30

《研修内容》

開会（あいさつ、日程・資料説明）
講義「地域・家屋・災害史を知り、地域の繋がりで備える」
事例紹介①「兵庫県における個別避難計画の作成の取組」
体制・仕組みの紹介

休　憩
事例紹介②「和気町田ケ原地区の取組」
　　　　　「笠岡市金浦地区の取組」

休　憩
グループディスカッション
「防災と福祉、福祉専門職と地域住民の連携及び地域における災害時の備え」
グループディスカッションの共有とまとめ
閉会・アンケート

香川大学 准教授 磯打千雅子

兵庫県社会福祉士会（リモート）

進行：川崎医療福祉大学 講師
　　　岡崎利治

各グループにファシリテーターが
入ります。

時　間 内　　　容 講　師・進行者

受講者情報の市町村への提供 □同意（同意いただける場合は□に✔をつけてください）


